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無看護分娩時の損耗軽減と省力管理のための保温器具の開発
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1  1ま   し  め に

近代養豚経営においては,労働力節減の必要性又は確
保難から,無看護分娩法が広く定着しつつあるが,管理施
設の保温性等の違いから施設により出生したばかりの子豚
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に多大な経済的損失を与えかねない。分娩直後の新生子豚
は体温が高いが,吸乳行動を開始する出生後 1～ 2時間経
過後から徐々に体温が低下しはじめる。体温の恒常性維持
には外気温に合わせ体内で熱発生量を調節する必要がある
が,新生子豚ではこの機能が生理的に未熟なため寒冷によ
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になると,体温の急激な低下を

一般に,分娩時体温39℃の維持には気温が35℃程度必要
で,それ以下でも体温が30℃以上に保たれていれば生命に
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これらの問題解決のため,今回開発した保温器具を厳寒
期に実際の分娩に供用し,無看護分娩新生子豚の損耗軽減
について検討した。

2試 験 方 法
a)開発保温器具の取付け及び構造

表 1 開発保温器具の資材及び価格

子豚月保涅つ 2ヽ枚 両側0-モ翻侑 1∞ V,lmD ttxttx2価 25,000円
ペット用保温マット1枚 :(サーモ機能有i100V.86W)400× 5mx2o皿   15,300円
ベニヤ板 (厚さ131o):
毛布 (ア クリル100%):
ビニールシート (厚さ0211):          540円
平鉄1角ァィ″ヒ1留φ果等1 …____ 2,却Q円

計48740円

1)側部及び後部を図 1の ように配置し使用した。側
部は豚房の最後部に取付け,母豚による損傷を防止した。
2)写真 1は子豚が保温器具を使用している状況を写
真 2は上部に紐で吊上げて分娩lIIに結んでいる状況を示し
ており,作業空間を確保し除糞等の作業が能率的にできた。
3)内部の高さは約270回皿にし,新生子豚の行動空間
を確保した (図 2)。 保温カーテンは毛布とビニールシー
トを交互にすることで保温性を高めた (図 3)。
4)後部保温器具と母豚との間にビニールシートを下
げ,尿による汚染を防止した。
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る。
(21 保温器具別による損耗状況の比較と育成試験
1)2～ 3月 の厳寒期 (外気温-15～ 175℃ )に分
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新生子豚の損耗状況を比較するとともに,5週齢までの発
育状況と各々の保温器具の保温性について調査した。
2)新法の設置期間は分娩後3日以内で,繰 り返し使
用した。取り外し後は従来法とした (表 2)。

3 試験結果及び考察
(D 厳寒期の同一条件下での保温性は,市販の保温器具

表 2 従来の哺育方法 (従来法)
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図 1 開発保温器具 (両側・後部)配置図
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では保温灯が80～ 144℃ と温度差が大きくガスプルーダー
でも124～163℃であるのに対し,新法の内部温度は201
～203℃ と均一で,機能は市販保温器具より優れていた
(表 3)。

2)寒冷状況下での新法の,新生子豚の体温を測定 した
ところすべて32℃以上であり安全域であった (図 4)。
0)分娩後 3日以内の新生子豚の損耗状況は表 4のとお
りで,従来法172頭に対し新法で064頭と非常に低かった。
5週齢でも従来法232頭に対し新法は155頭 と低かった。
14)週齢男1体重では0日齢で,ほぼ同じだったが,各週
齢で従来法をやや下回った。その理由は, 1腹当たりの哺
乳頭数がやや多かったためと思われる (図 5,6)。
6)出生後数分で利用し調査時間の 9割以上を過ごし,

母豚がどんな体勢になっても哺乳に支障なかった。なかに
は保温器具から半分身を乗り出して哺乳してた (写真 1)。

写真 1 授乳中の様子 (開発保温器具
に入ったまま哺乳している)

表 3 保温器具別保温効果の比較 (周囲温度6℃付近,
床上 5 cI位置)

図4 新生豚の体温と外気温の経時的変化

16)上部に吊り上げることで豚房内の作業範囲が広がり,
除糞作業や子豚の捕獲作業等が能率的に行えた (写真 2)。

F)開発保温器具の活用面と留意点
1)分娩後 6時間以内の寒冷死防止が目的なので,使

用期間は3日以内で十分である。取り外し後は何らかの保
温器具が必要である。
2)長期間の利用で子豚による損傷の恐れがある。
3)寒冷感作の大きい分娩豚舎で効果が期待される。

4 ま  と  め

今回開発した保温器具の使用により,厳寒期でも体温を
32℃以上に保てるので,3日齢以内の損耗頭数の平均は,
従来法172頭に対し新法067頭 と非常に軽減できた。 5週
齢まででも232頭に対し155頭に軽減できた。また,吊 り
上げ方式なので作業が省力的であり移動性に優れていた。

写真2 開発保温器具を吊り上げたところ
(紐で上段バイプに結んである)

表4 損耗状況の比較 (一腹当たりの平均)

図5 週齢別体重の推移
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図 6 哺育頭数の推移
(1腹当り)

(舎内温度-15～ 175℃で実施) *5%水準で有意差あり


